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与作Vl号を利用した

イチゴのポット育苗

はじめに

イチゴの促成栽培では確実な花芽分化促進の技術が重

要である。このため高冷地育苗や短日処理による花芽分

化促進が行なわれているが，近年チッソ栄養コントロー

ルで、きるポット育苗が技術的に安定した育商法として各

地で普及している。

神奈川県秦野市でも昭和60年からポット育苗の導入が

はじまり，生産組合員65人のうち半数近い30人がポット

育苗を導入して60年度は著しい成果が得られた(表 1 

参照〉。

当地のポット育苗は'液肥の追)J巴でなく，全量を元肥に

施す方法で，従来のポット育苗と若干ことなるのでそれ

らを中心に紹介する。

秦野市のイチゴは，芳玉種を用い， 12月，...._，6月まで永

い期間にわたり収穫されるが，高い収益が得られるのは

業務用として需要の多い12月であり，この時期に如何に

多くの果実を出荷できるかによって収入に著しい差が現

われる。したがって12月の出荷を目標にして現在「ズラ

シ」という断根操作でチッソ栄養の吸収を抑制している

が，この場合にはすぐに肥料を吸収し，また株聞のパラ

ツキも大きいため確実なチッソを切る方法と言えない。

そこでポット育苗を導入することにした。当初，液肥

の追肥で育荏iするように考えたが， 5，000株，...._，10，000株

のポットに均一に追肥することは大変だと思われたの

で，肥料はすべて元肥に均一に施用し，後はかん水だけ

を行えばよいように設計した。

1. 育苗資材と施肥設計

床土の良否が苗の作柄に影響することは言うまでもな

いことである。良い床土とは，水はけがよく，水もちの
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良いことである。このことは全く相反することであるが

団粒化した土ならばその条件が満される。

イチゴの育苗では株数が多いので10，000本の苗を育苗

するのには8立方米くらいの床士を必要とし，全部が均

一な資材でないと画一的な管理指導も行ないにくいので

当生産組合では相模粒土(浄水場の沈澱汚泥に凝集剤を

加え加熱乾燥させた粒状の土〉を用い，保水性と保肥力

を良くするため，与作V1号を混合することにした。つ

まり，相模粒土は人工的に粒状化しているが，保水性が

小さいので夏の育苗時における鉢内の乾燥を防止するた

め，経済性等も考慮して床土量の15%を与作V1号で補

なった。また，育苗鉢も充実した苗を作るため， 4号鉢

を用い肥料は 1株あたりのチッソ量が200mg となるよ

うに，与作Vl号の成分も施肥設計の計算に入れ， 緩

効性肥料 (CDU化成，又は IB化成〉で補なった。な

お，相模粒土の矯正のため過燐酸石灰を土の量の 0，1%

加え，これらの成分を合計すると 1鉢当り成分は，チッ

ソ200mg，リンサン 480mg，カリ 180mgとなる。

(1) 10，000株当りの必要な資材

1. 相模粒土 6，0001 (6立方米〉
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年次別の 5，000株あたりの12月の出荷箱数

7玄----------竺TL収穫はじめ 山 9日までの出荷箱数 l 

昭和57年普通育苗 12月9日 491箱

昭和58年普通育百 12月12日 646箱

昭和59年普通育苗 12月21日 87箱

12月15日 416箱(100)

昭和60年

ポット育苗 12月4日 1377箱(331)

表

(秦野市、片野和彦氏の記録より)

※収穫はじめは年次によりまちまちであり、普通育苗では12月9日が最も早いが、ポッ

ト育苗では12月4日から収穫でき、 60年は普通育苗に比較して11日早く、 12月の収量

も普通育苗の 3倍以上を示した。すなわち、ポット育苗は収穫が早まるばかりでなく

株の揃いがよく、収量も増加する。
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2. 与作V1号 1，000 l (22袋〉

3. 緩効性肥料 10kg (CDU化成，又は IB化成，

15-15-15) 

4. 過燐酸石灰 6kg 

5. 4号鉢 10，000ケ(黒色，丸型ポリ鉢〉

(2) 床土作成の手JI頂く1回に500鉢を作る場合〉

※当初、相模粒土約30Qと与作Vl号50s "緩効肥料500g、過燐酸石灰300gを混合し、この混

合物と残りの相模粒土270Qを加え充分に混合し、鉢に入れたら鉢は必ずシートの上に並べ充

分にかん水しておく。

相模粒土

300 s 

2. 育苗の設計

芽玉種は花芽分化後出菅開花までに 9~10月の気温で

約40日を要し，開花から収穫まで11月の気温で約35日を

要する。つまり，収穫期の75日前に花芽分化を終らせる

ように設計する。例えば12月1日に初収穫するためには

9月15日頃に分化させればよい。このためには8月中旬

頃にチヅソが切れるようにして， 8月10日以降は絶体に

チッソ肥料を効かしてはいけない。

花芽分化の準備を行なう時期 (8月10日頃〉まで充実

した苗を育てるには40日以上の育成期間が必要なため，

7月5日頃までに鉢上げする。花芽分化期を揃えるた

め，鉢上げの期間も短かくし， 6 月 28 日 ~7 月 5 日頃ま

での短かい期間に仔11:1を揃え，苗を鉢上げ、した後は寒冷

紗などで被複して 1回に多量にかん水するよりは回数で

水量を補い活着を促進させる。

なお参考までにポット育苗の作業暦を示すと表-2の

ようになる。


